























































































































　「兵根元曽我」の二番目は謡曲「調伏曽我」の趣向で、 曽我五郎（初代団十郎）は工藤祐成と対面し、脇指しで工藤を討とうとするが、別当に止められ、自分の無力に絶望する。謡曲では僧侶が護摩を焚くと不動明王が出現し、工藤の人形の首を討つ。これは五 の仇討ちが 功する吉兆として解釈され、 劇が終わる
21。これに対して、 「兵根元曽我」
では五郎は不動尊に祈祷してから、超人的な力 漲ってきたという。さらに、通力坊（二代目 が仙人 姿で舞を見せて、不動明王に変身する。　
この場面には謡曲 「泣不動」 からの影響もあったようだ。




う触れ込みがあったために、成田の周辺の人々 数多く見物したという。 『歌舞伎年表』 によると観客は一日で十貫文
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中津五左衛門 山川日彦五郎 傑 有
未詳 生嶋大吉（小幡、のち不動明王） 国 有
初代団十郎 富沢半三郎（新開荒四郎後不動） 傑
初代団十郎 初代団十郎（胎蔵界の不動）、二代目団十郎（金剛界の不動） 傑 有
初代団十郎、二代目団十郎二躰不動（成田） 傑


































○ 「一心二河白道」 元禄八（1695）年七月 山
「後藤左衛門地獄讃嘆」 元禄九（1696）年六月 山
「岩屋不動」 元禄十（1697）年二月 森
○ 「兵根元曽我」 元禄十（1697）年五月 中
○ 「小栗十二段」 元禄十（1697）年十一月 山
○ 「源平雷伝記」 元禄十一（1698）年九月 中
○ 「出世隅田川」 元禄十四（1701）年三 中
「愛護十二段」 元禄十四（1701）年三 山
「傾城浅間曽我」 元禄十六（1703）年正月 山
○ 「成田山分身不動」 元禄十六（1703）年四月 森
○ 「小栗十二段」 元禄十六（1703）年七月 森
「女帝愛護の若」 宝永六（1709）年盆 市
○ 「三巴家督開」 享保元（1716）年十一月 中
○ 「鳥坂城鶴巢籠」 享保六（1721）年十一月 中
「初緑あいおい曽我」 享保十三（1727）年正月 森
○ 「相栄山鳴神不動」 享保十八（1733）年七月 市
○ 「混源七小町」 享保二十（1735）年十一月 市
○ 「四人不動」 元文元（1736）年九月 市
○ 「潤清和源氏」 寛保元（1741）年八月 中
○ 「鳴神不動北山桜」 寛保二（1742）年正月 佐
○ 「藤戸日記」 宝暦元（1751）年七月 市
「楪姿視曽我」 宝暦二（1752）年正月 市
○ 「百千鳥艶郷曽我」 宝暦四（1754）年春 中








役　　者 資　　料 開帳興行 開　帳





山川彦五郎（不動） 傑 真正極楽寺（真如堂）か 有
生嶋大吉（小幡、のち不動明王） 年、国 真正極楽寺（真如堂） 有













薩が出現する 傑 土佐国五台山文殊菩薩 有



























「 開 帳 差 免
帳」（国会蔵）
二代目団十郎（曽我五郎の幽霊＝
愛染明王の見立て） 『役者大峰入』、『栢莚舎事録』 西大寺 有
37
表２　江戸歌舞伎に
題　　名 年　　月 座 作　者
「浅草観音開帳」 延宝五年頃か 市




○ 「出世隅田川」 元禄十四（1701）年三 中 初代団十郎
「愛護十二段」 元禄十四（1701）年三 山 中津惣十郎、中津五左衛門
▲ 「日本祇園精舎宝寺開帳」 元禄十四（1701）年五月 中 初代目団十郎
▲ 「当世酒呑童子」 元禄十四（1701）年七月 中 初代団十郎
「傾城浅間曽我」 元禄十六（1703）年正月 山
○ 「成田山分身不動」 元禄十六（1703）年四月 森 初代団十郎
○ 「小栗十二段」 元禄十六（1703）年七月 森 初代団十郎
「けいせい隅田川」 宝永元（1704）年二月 山 未詳
「女帝愛護の若」 宝永六（1709）年盆 市
○ 「開闢元服曽我」 享保四（1719）年正月 中
○ 「鳥坂城鶴巢籠」 享保六（1721）年十一月 中
「春駒隅田川」 享保十二（1727）年閏正月 市
○ 「傾城福引名古屋」 享保十六（1731）年正月 中
「三国伝来栄花聟」 享保十七（1732）年七月二十日から 市 津打治兵衛
○ 「英分身曽我」 享保十八（1733）年二月 市 津打治兵衛
○ 「相栄山鳴神不動」 享保十八（1733）年七月 市 津打治兵衛
○ 「振分髪初買曽我」 享保二十（1735）年正月 市 江田弥市、津打半助













る。人々が干魃に困っているので、美女は酒 色香での通力を弱め、竜神を逃がす。この設定で不動明王を用いるのは元禄十一年の「源平雷伝記」 初出だが、こ 時には鳴神が不動像を壊し、ただ 舞台道具として用いたようだ。　
元禄十六年上演の際、鳴神は黒主仙人と名乗り、雲の絶





の普請のために金五百両を集めることであった。尾張名古屋藩主の奥方など身分の高い女性が数多く参詣し、生嶋新五郎や同門の大吉のような当時の女中に人気が 役者も開帳場に参上した。森田座で「成田山分身不動」に出演した団十 親子や女方萩野沢之丞、座元森 勘弥の寄進の記録もあり、総合集金は二千百二十両を上廻るほどの大盛況であっ 。　
森田座も大入りが続き、開帳興行は七月 納まるが、団
十郎は元禄十年の失敗作「小栗十二段」にあった二人 不動の場面を成田山不動に変更し、再演する 開帳興行の余韻をなるべく長く利用 ようとした である　
初代団十郎は下総の出身で不動信仰に篤かったことは確








る上演は元禄十一年上演の 「龍女三十二相」 を嚆矢とする。これは深川の弁天開帳を取り入れ、弁天や毘沙門が登場する。元禄十四年の春と夏には四つの興行があり、一つは未詳だが、その他の三つの上演は真正極楽寺（真如堂、本尊阿弥陀如来、脇士寿長不動）の三月から行われた江戸出開帳と関わっていたようだ。 「愛護十二段」 以外は初代団十郎の作品だった。　
三月から初代団十郎作「出世隅田川」が上演され、二番













の舞台で刺殺される。表２をみると、この時から二代目団十郎が没した宝暦八年まで 五十四五年間、開帳に関わる十一回 歌舞伎興行を確認できる。全体的には元禄期ほどの勢いで開帳興行に関わる活動は続かなか たが 中で七回、二代目団十郎の開帳に関わ 演出が見え 。拙稿
29

















蔵の浮世絵には団十郎 衣装に「ひしや、 三浦屋、 弐町目、伏見町、江戸丁、山口屋」という享保五年刊の『吉原丸鑑』
33
にも確認できる町名及び茶屋の名前が書かれており、浅草観音の宣伝とともに吉原の茶屋も宣伝されたようだ。開帳興行がない時でも浅草寺と歌舞伎界の良縁は続いている例えば享保十六年には浅草観音に開帳興行はなかっ が、ボストン美術館蔵の浮世絵「傾城福引名古屋」に 二代目団十郎の浅草観音門前に歳玉を売る商人とともに、子役三代目団十郎と沢村亀三郎が浅草観音の初詣に鞘当をする場面が描かれるように、浅草観音の賑わい 役者が果たした役割は大であった。　（イ）享保十八年の七月、 成田山の二回目の開帳の際、 開帳興行を中心にした演出が再び われた。　盆狂言「桐栄山鳴神不動」の立作者は二代目津打治兵衛
であり、二本のせりふ正本が現存する
34。二番目からの二


















と享保十七年四月、不動堂や金桜堂、仁王門など建物の屋根が破損し、水漏れになったので、江戸で出開帳 許可を申請した。江戸出開帳は三十三年ご に許可され が、第一回目の開帳からは三十年以上経つ 翌年に元禄十六年と同じように募金 たいというのである。結局、前回と同様に、深川永代寺八幡宮で七月朔日から九月朔日の間の開帳が許された。開帳興行に さまざま 準備を調え、たとえば八十九坪の仮小屋 開ける場所をも用意するなど大勢の参詣人を見込んでいた。　
しかし、今度は元禄十六年のようにはいかなかった。評










り、尺八を吹きながら乞い、武士階級に限定した普化宗の僧の姿がモデルで、浮世草子『好色艶虚無僧』 （元禄九年刊）や元禄十二年正月興行「け せい仏の原」で初代沢村藤十郎が演じた虚無僧から流 し、仇討ちをするロマンチックな男伊達として上演され、二代目団十郎も正徳五年に中村座の正月狂言「坂東一寿曽我」にお て曽我五郎を虚無僧として演じている。享保二十年 虚無僧の場面は二月五日 舞台に掛けられ、日記によると二日後「札売切申候間、明日御出」という張り紙を入り口に出し、劇場が売
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の日記には 「岩付浄国 御来義、 予在宿ニテ久々ニテ対面、明年四月開帳ノコト御頼也」と 。つまり、浄国寺 僧侶が団十郎の家を訪ね、翌年四月に行われる開帳興行に団十郎の協力を仰いだのである。そして、八月十九日に「内ヘ岩付浄国寺御来駕、予御目ニカヽリ、夫婦十念ウク。明日国ヘ御発足ノ由、イトマゴヒニ御出、クレ〳〵来年ノ
帳ノ御事御頼也」とあるように、盆狂言「根源今川状」の上演中にも浄国寺の僧侶が駕籠で市村座にやってきて、幕の間に団十郎と会い、団十郎夫婦に十念を授け、翌日の帰郷を伝えながら、再び翌年 開帳への協力を依頼している。九月八日には「浄国寺ヨリヱンギ又歌行詩諺解三冊来ル」とある で、 浄国寺の縁起や『歌行詩諺解』 （貞享元年刊）の三冊が届けられたようだ。　
依頼したのは開帳に関わる場面で、届けられた縁起など



















二代目団十郎が親から受け継いだ役を演じながら、舞台上で殺される演出は嫌だということである。鳴神の死で劇を終わらせないように、長五郎がこの骸骨を登場させる。骸骨はまた不動明王の登場を正当化したの 、団十郎は舞台上に刺し殺される趣向に漸く同意したのだろう。長五郎は団十郎の態度を 思議に思 が 二代目団十郎は初代が市
45
村座の舞台で実際に斬り殺されたことを目撃したことを考えれば、気持ちがわかるのだろう（ちなみに、管見では二代目団十郎が演じたおもな役に舞台上で殺される演出の例が見当たらない） 。 すると、 不動明王は劇中の登場人物を救うだけではなく、親のための祈りにも繋がる。そしてこの上演の準備期間中に病気になった三代目団十郎の全快 ための祈りとしても捉えられるのではないだろうか。　
佐渡島座座元長五郎の日記に「わざ〳〵大坂へ来る人、

































































起』 （ 『続々日本絵巻大成』伝記・縁起篇４ 中央公論社、一九九五年） 。16　





























門、市川団十郎、今村粂之助、上村掃部、村山しつま、多門庄左衛門、小舞庄左衛門の看板も描かれているために、土田衛氏が挿絵は延宝期のものと考証している（ 「 『歌舞伎年表』補訂考証、 元禄篇其三」 「愛媛国語国文学研究」第二二号、一九七二年） 。 『浅草寺史談抄』 （金龍山浅草寺、一九六二年）によると承応三 や延宝五年三月、貞享四年、元禄五年には観音開帳が行われたが、演目と開帳興行の関係性については確定できない。28　
翻刻、 漢字当て、 句読点は著者による。絵入狂言本 『愛護十二段』





」 （ 『立教大学日本文学』一〇九号、二〇一三年一月） 。
30　『役者五重相伝』 （享保四年三月）による。
31　
網野宥俊著『浅草寺史談抄』 （金龍山浅草寺 一九六二 ） 。
32　
門前の茶屋について、 シカゴ美術館蔵の浮世絵では「藤の茶屋」 、














岩槻市史編纂室『浄国寺日鑑』 （ 『岩槻市史』近世資料編Ⅱ、 岩槻
市役所、一九八一年） 。41　
歌舞伎台帳研究会編『歌舞伎台帳集成』第四巻（勉誠社、 一九八
四年） 。42　
蓮智坊著『佐渡島日記』 （郡司正勝編『歌舞伎十八番』所収） 。
43　
注
24に同じ。
44　
池須賀散人著『市川柏莚舎事録』明和六自序（ 『資料集成二世市
川団十郎』 ） 。

（立教大学大学院博士後期課程）
